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ゲレンデの

小さな飛ばし屋たち

「早く滑りたいよ.ﾉ」子どもたちは，体中

で喜びを表わしています。

松ヶ丘保育園では，体力づくりやバランス

感覚を養うため，毎月1回，高萩大心苑人工

スキー場でスキー教室を行っています。

準備運動や歩行練習が終わると， さっそく

ボーゲンや直滑行で，ゲレンデを一気に滑り

降り， スイスイと飛ばし，楽しそうにスキー

を操っていました。

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
ニ
フ

ー
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ふ
ま
’
）
よ
声
フ

ー
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し

ょ
津
フ 市

民
憲
章

高萩市の生んだ作家たち②

身近な税，文化会館もよおし

もの，年末年始のお知らせ

･秋の叙勲

第18回高萩市民号東京遊覧

･国民体育大会で第2位に入賞

３
４
６

■
、
く
、
ｕ

や
で
■
Ⅱ
ユ

叩
〉
●
一
７
皿主なもくじ
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市の発展に尽くふI(た11人と

1団体を表彰
ほう

第17回市民表彰・褒賞

口
第
十
七
回
市
民
表
彰
・
褒
賞
が
《
十
一
月
二
十
二
日
脚
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
表
彰
・
褒
賞
は
、
市
の
発
展
の
た
め
に
各
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
、
市
民
表
彰
七
人
、
市
民
褒
賞

四
人
と
一
団
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

口
昭
和
四
十
四
年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
、

監
査
委
員
と
し
て
、
本
市
の
行
政
に
尽

力
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
〃
高
萩
の
植

物
〃
発
刊
に
あ
た
り
、
市
内
の
植
物
研

究
家
の
第
一
人
者
と
し
て
編
集
副
委
員

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
と
し
て
各
種
講
演
会
の
講
師
を
務
め

る
と
と
も
に
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

第
一
専
門
部
会
長
を
務
め
、
市
民
憲
章

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
と
し
て

行
政
に
尽
力

商
業
の
振
興
に
貢
献

而
昆
義
彰

ぼおみつ

大都直光さん
78歳

（安良川）

一一

､ー

昭
和
四
十
八
年
か
ら
高
萩
市
商
工
会

理
事
を
務
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十

五
年
か
ら
は
高
萩
ス
タ
ン
プ
会
会
長
と

し
て
、
高
萩
市
の
商
業
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
は
、
高

萩
市
民
生
委
員
と
し
て
、
本
市
の
社
会

福
祉
行
政
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
か
ら
昭
和
六
十
三
年

ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
と

し
て
、
本
市
の
農
業
振
興
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
農
業
経
営
者
の
良

き
相
談
役
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

農
業
の
振
興
に
寄
与

けい じ

安藤啓次さん
75歳

（春日町）

よしたか

大高喜隆さん
72歳

（高戸）

昭
和
四
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
、
毎

朝
夕
、
高
浜
町
二
丁
目
地
域
の
清
掃
や

じ
ん
か
い

高
萩
中
学
校
の
草
刈
り
、
塵
芥
回
収
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
環
境
美
化
の

模
範
と
し
て
、
本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
肥
前

山
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
組
合

を
良
く
取
り
ま
と
め
、
納
税
成
績
の
向

上
を
通
じ
て
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
納

税
貯
蓄
組
合
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
に
尽
力

税
務
行
政
の
運
営
に
貢
献

農
業
土
木
行
政
の

進
展
に
寄
与

（
）

関二郎さん
72歳

（高浜町）

坂本二郎さん
70歳

（肥前町）

鈴木保さん
69歳

（横川）

昭
和
五
十
年
か
ら
横
川
常
設
区
の
常

設
委
員
と
し
て
、
十
三
年
に
わ
た
り
、

本
市
農
業
土
木
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
、
常
設
委
員
会
の
副
会
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
の
発
展
の

た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
か
ら
農
業
共
済
損
害

評
価
委
員
と
し
て
、
三
十
六
年
の
永
き

に
わ
た
り
損
害
評
価
の
適
正
化
に
努
め
、

管
内
農
家
の
経
営
安
定
に
尽
力
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
の
杉
内
・
川

側
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
設
立

以
来
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
の
完
成
ま

で
五
年
余
り
に
わ
た
り
、
施
行
委
員
長

と
し
て
当
地
区
一
二
・
四
畑
の
ほ
場
整

備
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
評
価
の
適
正
化
に
努
力

篭
嬢灘

観
戯
噂
勤
縄
融
咄
か
稗
聴
、
職
や
斑
瑚
な
《
Ｉ
ｒ

蝦
下山田満男さん
69歳

（上手綱）
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永
い
間
、
造
園
業
を
経
営
し
、
こ
の
昭
和
三
十
年
、
高
萩
地
区
交
通
安
全
し
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、
健
全
育

社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

間
、
公
共
施
設
に
た
び
た
び
樹
木
等
を
協
会
高
萩
支
部
理
事
に
就
任
以
来
、
自
成
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

永
い
間
、
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
寄
付
さ
れ
、
施
設
整
備
に
協
力
す
る
な
ら
率
先
し
て
街
頭
活
動
を
行
い
、
安
全
青
少
年
相
談
員
協
議
会
地
区
班
長
を
務

に
尽
力
さ
れ
、
特
に
、
野
球
に
お
い
て
ど
の
奉
仕
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
．
思
想
、
交
通
道
徳
の
普
及
徹
底
に
努
め
、
め
、
常
に
相
談
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

は
、
長
年
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
高
萩
市
特
に
、
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
立
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
認
。
蕊
。
蕊
令
謎
。
鴬
。
認
・
認
。
認
。
認
・
認
・
認
。
諒
令
苓
認
。
誌
。
誌
。
謎
。
認
。
謎
。
麓
。
認
。
認
◇
誌
愛
●
認
。
謎
・
認
。
謎
。
認
。
認
。
謎
。
謎
。
認
。
誌
。
認
今
舗
。
舗
。
認
・
謎
。
麓
。
認
。
蕊
。
麓
。
認
・
認
・
詩
。
認
・
認
・
認
・
謎
。
認
。
認
。
謎
。
認
。
認
。
詫
必
蕊
。
純
。
認
必
誌
。
銘
・
認
。
認
・
謎

市内から3人が受章
市
属
褒
賞

は

栄えある

秋の叙勲 岡田勝一さん
71歳

（春日町）

元
高
萩
市
議
会
議
員
の
鈴
木
好
之
さ

ん
例
Ｉ
島
名
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
高
萩

町
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
三
十
三
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
高
萩
町
議
一
期
、
高

萩
市
議
九
期
を
務
め
ら
れ
、
常
に
市
政

の
中
心
と
し
て
、
議
長
職
な
ど
市
議
会

の
指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
、
市
政
の

指
導
者
の
養
成
・
組
織
づ
く
り
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

普
及
・
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
備
に
努
力
鯉
亀
醗
蕊
遡
可
鯛
》
》
（
重
脱
雪
Ｅ
博

永
い
間
、
高
萩
市
青
少
年
相
談
貝
と

藤田

､

板橋利雄さん
70歳

（東本町）

よしゆき

鈴木好之さん

勲四等瑞宝章
ー

元
郵
政
事
務
官
の
斎
藤
啓
三
さ
ん
㈹

１
安
良
川
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
郵
政

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲

六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
に
高
萩

郵
便
局
集
配
手
を
命
じ
ら
れ
て
以
来
、

四
十
四
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
多
く

の
業
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

伸
展
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
会
会
長
と
し
て
、
会
の
運
営
に
貢

献
し
、
文
化
行
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
努
力

正夫さん
62歳

（高戸）

けいぞう

斎藤啓三さん

勲六等瑞宝章

元
県
警
部
補
の
石
井
英
さ
ん
㈹
１
石

滝
Ｉ
は
、
永
年
に
わ
た
り
治
安
維
持
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
七
等
青

色
桐
葉
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
に
巡
査

を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
三
十
五
年
余
の

永
き
に
わ
た
り
外
勤
（
派
出
所
、
駐
在

所
）
勤
務
ひ
と
す
じ
に
、
地
域
住
民
と

の
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
多
く
の

業
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成

活
動
に
貢
献

哨
指
導
は
他
の
模
範
で
あ
り
、
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

かおる

柴田薫さん
53歳
ノー ロ一一一、

（局Pノ

ー

えい

石井英さん

勲七等胄色桐葉章

高
轍
壺
壗
毯
轆
＆
、
十
一
月
五
日
“
に

開
か
れ
た
議
誉
全
員
協
議
会
で
、
時
節

が
ち
、

あ
い
さ
つ

柄
『
年
賀
は
が
き
」
の
年
賀
挨
拶
を
廃

止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
り
新
年
に
「
高
萩
市
議
会
だ
よ

り
」
の
創
刊
号
を
発
行
す
る
予
定
で
す

の
で
、
市
議
会
議
員
全
員
の
年
頭
あ
い

さ
つ
を
掲
載
し
＄
こ
れ
に
代
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
ｐ

■
”
緯
一
Ｊ
議
会
事
務
局
Ｉ

青
少
年
の
健
全
育
成
・

非
行
防
止
に
尽
力

昭
和
四
十
二
年
に
高
萩
市
青
少
年
相

談
貝
協
議
会
を
設
立
以
来
、
毎
月
街
頭

補
導
活
動
を
実
施
し
、
青
少
年
の
非
行

防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
「
青
少
年
探
検
講
座
」
を

実
施
、
そ
の
充
実
し
た
活
動
は
県
内
で

も
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
本
市
の

青
少
年
の
非
行
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

高萩市
I

市議会議員の

｢年賀はがき」

虚礼廃止
「
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国
立
博
物
館
を

く
見
学

▲お座敷列車で市長，議長のあいさつ ▲テープカットで出発式

ｑ
五
百
人
乗
り
の
船
で
隅
田
川
下
り

十
一
月
十
九
日
出
、
二
十

日
㈲
の
両
日
、
第
十
八
回
高

萩
市
民
号
が
、
お
座
敷
列
車

で
東
京
遊
覧
の
旅
へ
、
延
べ

四
百
二
十
二
人
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
は
じ
め
て
行
わ
れ

た
お
座
敷
列
車
の
旅
は
、
二

日
目
の
二
十
日
㈲
の
日
程
が

追
加
さ
れ
る
な
ど
、
募
集
の

時
か
ら
大
好
評
で
し
た
。

お
座
敷
列
車
で

東
京
遊
覧
の
旅

第
十
八
回
高
萩
市
民
号

鍵議§蕊

当
日
は
、
高
萩
駅
で
出
発

式
（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）
を
行

っ
た
あ
と
、
さ
っ
そ
く
お
座

敷
列
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

た
ち
ま
ち
、
カ
ラ
オ
ケ
や

踊
り
が
飛
び
出
し
、
ど
こ
の

車
両
も
笑
い
顔
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。上
野
の
国
立
博
物
館
や
隅

田
川
下
り
（
十
一
橋
め
ぐ
り
）
、

浜
離
宮
庭
園
、
は
と
バ
ス
で

船
内
か
ら
勝
ど
き
橋
と

４
都
心
を
望
む

蓉
封
齢
謹

蕊
寺ご

‐

の
東
京
タ
ワ
ー
、
迎
賓
館
な
ど

の
都
心
の
車
窓
と
思
い
出
も
い

っ
ぱ
い
。

再
び
、
お
座
敷
列
車
に
乗
っ

て
、
都
心
の
ネ
オ
ン
を
窓
か
ら

眺
め
な
が
ら
、
楽
し
い
旅
の
帰

途
に
着
き
ま
し
た
。

ｑ
浜
離
宮
庭
園
を
散
策

し
得
意
の
の
ど
を
披
露

座
敷
列
車
と
聞
い
て
、
も
し
眠
ら
れ
て
ス
の
中
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
い
る
い

も
大
丈
夫
と
思
い
、
は
じ
め
て
参
加
し
ろ
案
内
し
て
く
れ
て
、
ま
た
添
乗
員
さ

ま
し
た
。
ん
が
一
生
懸
命
に
息
子
に
話
し
か
け
て

帯
を
持
っ
て
の
参
加
で
し
た
が
、
上
く
だ
さ
っ
て
、
お
か
げ
で
眠
ら
ず
に
電

野
か
ら
国
立
博
物
館
、
バ
ス
を
降
り
て
車
に
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
づ
讃

か
ら
浅
草
吾
妻
橋
ま
で
歩
く
と
こ
な
ど
電
車
の
中
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
を
は
さ

け
っ
こ
う
早
足
で
、
足
の
弱
い
か
た
な
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

ど
、
つ
い
て
行
く
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
足
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
て
、
ゆ
っ
た

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
－
、
と
思
っ
て
い
り
と
く
つ
ろ
げ
て
と
て
も
楽
し
い
一
日

ま
し
た
が
、
息
子
は
元
気
よ
く
、
最
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。１

理
場
に
立
っ
た
親
切
な
行
政
〃
〃
真
心
の
こ
記
名
、
無
罫
跨
臼
咋
か
か
わ
卜
呈
え
鬮
た
垂

密
も
っ
た
行
政
〃
を
実
現
し
て
い
く
た
め
く
さ
ん
の
市

蚕
に
、
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」

市
民
サ
ー
ビ

和
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
し
て
の
意
見
浄
壽
お
寄
抄
７
鳥
堂
月
唄
葺
垂

唖
こ
の
た
め
、
十
月
か
ら
職
場
研
修
や
な
お
、
記
糾
で
市
長
へ
音
省
繕
感
量
筵
》

壁
一
係
一
提
案
制
度
な
ど
を
実
施
し
て
、
提
言
さ
れ
た
か
た
に
瞳
尽
謂
豊
黛
紅
賢
”
》

函
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
手
紙
」
で
返
事
を
ｌ
旱
点
ｙ
、
↑
と
に
左
言
壁

財
鮮
：
ｔ
了
画
槌
“
ゞ
§
前
州

混
高
§
…
…
…
…
：
：
：
：
：
：
：
：
胃
目
、

へ
》

望
賑
睦
尋
蝿
癖
韓
部
“
ｊ
唯
寒
酸
窪
延
お
し
て
く
れ
た
の
で
助
か

感
鶇
訓
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
吾
妻
橋
か
ら

三
歳
の
息
子
と

楽
し
い
一
日
識
仲
の
約
四
十
分
の
船
の
旅
は
と
て
も
気
持

ち
よ
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
浜
離
宮
に

近
ご
ろ
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
で
、
着
き
、
庭
園
の
中
は
こ
こ
が
束
京
か
な

電
車
を
見
る
た
び
「
電
車
に
乗
り
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い
緑
に
囲
ま
れ
、
ゆ
つ
く

な
－
凶
と
言
う
三
歳
の
息
子
に
、
電
車
り
と
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

と
船
に
乗
せ
て
や
り
た
く
て
、
ま
た
お
浜
離
宮
庭
園
か
ら
上
野
へ
向
か
う
（
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